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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から

厚

生

委

員

会

総

務

委

員

会

第
64
号
議
案

府
中
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

第
63
号
議
案

府
中
市
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

陳
情
第
27
号

府
中
市
国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
の
保

険
税
軽
減
に
つ
い
て
の
陳
情

第
67
号
議
案

府
中
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

建

設

環

境

委

員

会

文

教

委

員

会

　
こ
の
議
案
は
、
市
立
住
吉
保
育
所
の
位
置

を
府
中
市
住
吉
町
２
丁
目
30
番
地
の
47
に
改

め
る
ほ
か
、
市
立
朝
日
保
育
所
が
廃
止
と
な

る
こ
と
や
延
長
保
育
の
利
用
に
要
し
た
経
費

の
徴
収
方
法
を
拡
充
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
な
対
応
に

し
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
保
育
行
政
の
在
り
方
の
基

準
に
基
づ
い
て
、
着
実
に
進
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
た
め
、
本
案
に
賛
成
す
る
」「
公

立
の
保
育
所
の
廃
止
に
対
し
て
は
、
反
対
の

立
場
で
あ
る
た
め
、
本
案
に
反
対
す
る
」
等

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成

多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
新
た
な
行
政
課
題
等
に
つ

い
て
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
と
す
る
た

め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
視

点
を
持
ち
つ
つ
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
生
活
環
境
部

に
つ
い
て
は
、
住
宅
施
策
に
関
す
る
業
務
を

都
市
整
備
部
へ
移
管
す
る
ほ
か
、
経
済
観
光

課
を
産
業
振
興
課
と
新
設
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課
に
再
編
す
る
」「
都
市
整
備
部
に

つ
い
て
は
、
管
理
課
と
土
木
課
を
道
路
課
に

再
編
す
る
ほ
か
、
住
宅
課
を
新
設
す
る
」
等

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
組
織
改
正
に
つ
い
て
は
、

社
会
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
感
じ
取
り
な
が
ら
、

迅
速
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
お
願
い
し
、

本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
陳
情
は
、
「
平
成
31
年
度
か
ら
市
国

民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
更

に
は
都
の
指
導
の
も
と
、
隔
年
ご
と
に
同
様

な
値
上
げ
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昭
島
市
な
ど
で
は
、
多

子
世
帯
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
子
ど
も
へ
の

保
険
税
の
軽
減
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
の
施
策
と
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
配

慮
を
お
願
い
す
る
」
と
の
内
容
で
あ
る
。

　
委
員
か
ら
、
「
軽
減
内
容
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
検
討
し
つ
つ
、
市
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
、
採
択
を
主
張
す

る
」
「
国
に
要
望
し
て
い
る
と
い
う
側
面
や

他
市
の
状
況
等
も
、
も
う
少
し
調
査
し
た
い

と
思
う
た
め
、
継
続
審
査
を
主
張
す
る
」
等

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
賛

成
多
数
に
よ
り
、
継
続
審
査
に
付
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
公
共
駐
車
場
と
し
て
健
全

な
運
営
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

駐
車
場
の
利
用
料
金
の
上
限
額
を
見
直
す
と

と
も
に
、
定
期
利
用
料
金
を
新
設
す
る
ほ
か
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
駐
車
時
間
１

時
間
ま
で
ご
と
に
つ
き
４
０
０
円
か
ら
５
０

０
円
に
見
直
す
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
実
際
の
値
上
げ
は
据

え
置
き
し
、
値
上
げ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

株
式
会
社
府
中
駐
車
場
管
理
公
社
と
検
討
し

て
い
き
た
い
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
近
隣
の
状
況
等
を
見
極
め

な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、

本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
主
な
成
果

に
つ
い
て
、
大
國
魂
神
社
境
内
か
ら
東

側
に
あ
っ
た
国こ
く

衙が

、
今
で
い
う
役
所
の

西
側
で
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の

大お
お

溝み
ぞ

が
初
め
て
発
見
さ
れ
た
。
鎌
倉
時

代
の
遺
構
は
市
内
で
も
珍
し
い
た
め
、

古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
期
に
何
ら
か

の
区
画
施
設
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す

新
た
な
発
見
と
言
え
る
。

　
府
中
駅
北
第
２
庁
舎
へ
の
先
行
移
転

の
状
況
に
つ
い
て
、
新
規
オ
フ
ィ
ス
家

具
の
納
品
業
者
等
と
契
約
を
締
結
し
、

現
在
、
運
搬
や
納
品
に
関
す
る
具
体
的

な
調
整
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　

　
ま
た
、
第
２
庁
舎
の
来
庁
舎
用
駐
車

場
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
の

４
月
か
ら
隣
接
し
た
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン

グ
と
府
中
駅
南
口
市
営
駐
車
場
を
活
用

し
、
利
用
者
の
滞
留
時
間
等
を
考
慮
し

て
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
は
最
初
の
40

分
、
市
営
駐
車
場
は
最
初
の
60
分
を
無

料
と
す
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ

を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
市
学
校
施
設
改
築
・
長
寿
命
化
改
修

計
画
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、
計
画
素
案

を
基
に
、
市
議
会
・
学
校
関
係
者
か
ら

の
意
見
や
早
期
改
築
着
手
校
の
設
計
業

務
と
の
整
合
性
を
図
り
、
老
朽
化
対
策

の
基
本
的
な
在
り
方
や
学
校
施
設
の
全

体
整
備
方
針
等
を
内
容
と
し
た
令
和
２

年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
同
計
画
（
案
）
を
作
成
し
た
。
今

後
は
、
元
年
12
月
下
旬
か
ら
２
年
１
月

下
旬
の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
き
を
実
施
し
、
市
民
か
ら
の
意

見
等
を
反
映
さ
せ
た
計
画
と
し
て
、
元

年
度
中
に
策
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
早
期
改
築
着
手
校
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
教
育
活
動
や
地
域
の
伝
統
、
学

校
独
自
の
取
組
の
現
状
を
整
理
し
、
設

計
業
務
を
進
め
る
上
で
基
本
的
な
考
え

方
を
示
す
基
本
計
画
を
策
定
し
た
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

　
令
和
元
年
10
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
府
中
基
地
跡
地

留
保
地
の
利
用
に
係
る
優
秀
提
案
の
選

定
に
関
し
、
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、

自
由
な
発
想
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た

提
案
の
募
集
を
行
い
、
府
中
基
地
跡
地

留
保
地
利
用
民
間
提
案
募
集
優
秀
提
案

選
定
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
優

秀
提
案
を
選
定
し
た
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
、
優
秀
提
案
の

提
案
者
と
の
対
話
を
は
じ
め
、
国
や
都

な
ど
と
協
議
し
、
本
市
の
将
来
に
資
す

る
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
利
用
計
画
を

元
年
度
中
に
策
定
し
、
国
へ
提
出
で
き

る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
元
年
12
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
府
中
基
地
跡
地
留
保

地
の
利
用
計
画
策
定
に
向
け
た
取
組
状

況
に
つ
い
て
、
留
保
地
の
利
用
の
考
え

方
や
整
備
の
進
め
方
、
今
後
の
進
め
方

な
ど
が
示
さ
れ
た
府
中
基
地
跡
地
留
保

地
利
用
計
画
（
案
）
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
。

　
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
元
年
12
月
12

日
か
ら
１
か
月
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
き
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

元
年
12
月
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ッ
ツ
に
お
い
て
、

市
民
へ
の
説
明
会
の
開
催
を
考
え
て
い

る
。
そ
の
後
、
市
民
か
ら
の
意
見
等
を

踏
ま
え
、
元
年
度
中
に
利
用
計
画
を
策

定
し
、
国
へ
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
小
金
井
街
道
に
お
け
る
歩
行
者
空
間

の
課
題
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、

元
年
10
月
に
国
と
国
有
財
産
無
償
貸
付

契
約
を
締
結
し
、
近
隣
の
方
に
も
周
知

し
た
上
で
、
元
年
度
中
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
、
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　
法
務
省
関
連
施
設
に
係
る
動
き
に
つ

い
て
、
関
東
医
療
少
年
院
跡
地
で
は
、

東
八
道
路
に
面
し
た
外
塀
の
安
全
対
策

の
工
事
を
元
年
12
月
上
旬
ま
で
の
工
期

で
実
施
し
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

西
の

な
お
美

議
員
（
ネ
ッ
ト
）

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ

る
海
洋
汚
染
の
問
題
に
つ
い

て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
ご
み
削

減
に
向
け
、
今
後
の
取
組
は
。

生
活
環
境
部
長
　
市
民
一
人

ひ
と
り
が
身
近
な
問
題
と
し

て
、
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
捉
え
て
い
る
。

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ボ
ト
ル
の
推
奨
な
ど
、

市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量

に
し
み
や

幸
一

議
員（
市
フ
ォ
）

　
第
２
次
府
中
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
計
画
（
案
）
で

は
、
「
民
間
活
力
の
導
入
を

視
野
に
入
れ
た
運
営
形
態
の

見
直
し
」
の
検
討
に
向
け
て

の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
市
は
公
設
公
営

方
式
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

体
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
　

子
ど
も
家
庭
部
長
　
育
成
の

質
の
向
上
が
図
ら
れ
て
き
た

と
認
識
し
て
い
る
が
、
学
童

ク
ラ
ブ
指
導
員
の
欠
員
と
い

学
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
の

保

護

者

等

の

要

望

を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か

施

設

修

繕

に

関

す

る

要

望

等

緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
着
手
し
て
い
る

プラスチックごみの削減に向け
今 後 の 取 組 は

マ イ ボ ト ル の 推 奨 な ど
市 民 や 事 業 者 と 協 働 し
減量等に取り組んでいきたい

スーパー

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
京
都
府
亀
岡
市
な
ど

で
は
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
打
ち
出
し
、

市
民
や
事
業
者
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
本
市
で

も
教
育
等
の
観
点
も
含
め
て
、

宣
言
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
環
境
部
長
　
今
で
き
る

取
組
を
継
続
し
な
が
ら
、
都

や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
、
先
進
事
例
を
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

他	

化
学
物
質
過
敏
症
の
一
つ
で

あ
る
「

香
害
」
へ
の
対
応
に
つ

い
て

っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

議
員
　
学
童
ク
ラ
ブ
に
対
し

て
、
国
の
指
針
で
保
護
者
と

の
連
携
が
示
さ
れ
、
府
中
市

学
童
保
育
連
絡
協
議
会
か
ら

も
毎
年
要
望
が
あ
る
が
、
市

は
保
護
者
等
の
要
望
を
ど
う

受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
同
協
議

会
等
の
意
見
は
参
考
に
し
て

お
り
、
施
設
修
繕
に
関
す
る

要
望
等
、
緊
急
度
の
高
い
も

の
か
ら
着
手
し
て
い
る
。

他	

改
め
て
、
多
磨
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て


